
風力計
「
能
あ
る
鷹
は
…
」

　
薬
剤
師
の
職
能
は
様
々
な
法
律
や
規
則
で

薬
剤
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
、や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。そ

し
て
、そ
の
法
律
や
規
則
を
時
代
の
流
れ
に

よ
っ
て
新
た
に
制
定
し
た
り
、改
正
し
た
り

す
る
の
は
政
治
の
場
で
あ
る
国
会
で
国
会
議

員
が
決
め
て
い
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、国
会

の
そ
の
場
に
薬
剤
師
資
格
を
持
っ
た
国
会
議

員
が
い
る
べ
き
で
、そ
れ
が
本
田
あ
き
こ
先

生
と
神
谷
ま
さ
ゆ
き
先
生
で
あ
る
。

　
こ
の
2
人
は
参
議
院
選
挙
の
全
国
比
例
区

で
全
国
の
薬
剤
師
の
皆
さ
ん
が
応
援
し
て
当

選
し
た
議
員
で
、正
に
我
々
の
組
織
代
表
議

員
で
あ
る
。3
年
毎
の
選
挙
で
交
互
に
当
選

さ
せ
続
け
る
こ
と
は
、我
々
の
代
弁
者
と
し

て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
共
に
、同
時
に
も

う
一
つ
の
重
要
な
意
味
が
あ
る
。そ
れ
は
常

に
2
人
の
組
織
代
表
議
員
を
持
ち
続
け
る
組

織
力
を
示
し
続
け
る
こ
と
だ
。

　
組
織
代
表
議
員
を
持
ち
続
け
て
い
る
団
体

の
力
は
、そ
の
ま
ま
発
信
力
と
な
る
。
立
法

や
行
政
に
お
け
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
も
同

様
で
、「
薬
剤
師
か
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
重
要
だ
。」と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
。「
薬
剤
師
1
人
体
制
か
ら
2
人

体
制
に
な
っ
て
か
ら
、薬
剤
師
に
よ
る
政
治

活
動
に
対
す
る
対
応
が
変
わ
っ
た
。」と
も
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、国
民
や
政
治
に

携
わ
る
方
々
の
薬
剤
師
に
対
す
る
期
待
が
伺

え
る
。こ
の
全
国
比
例
区
で
組
織
代
表
議
員

2
人
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が「
明
日
の
薬
剤

師
の
職
能
と
生
活
を
守
る
」た
め
の
重
要
な

方
策
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

日本薬剤師連盟
副会長  大澤 泰輔

　

令
和
5
年
3
月
29
日
（
水
）
午
後
1
時
よ
り

Ａ
Ｐ
日
本
橋
に
お
い
て
令
和
4
年
度
定
時
評
議

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面

表
決
も
可
と
し
て
開
催
さ
れ
、
会
場
へ
の
参
加

者
は
62
名
、
書
面
表
決
者
は
27
名
で
あ
っ
た
。

開
会
及
び
来
賓
挨
拶

　

小
山
常
任
総
務
の
司
会
で
開
会
と
な
り
、
山

本
会
長
か
ら
「
神
谷
選
挙
の
総
括
を
し
っ
か
り

行
い
、
二
人
体
制
を
堅
持
す
る
た
め
に
も
次
の

本
田
選
挙
に
向
け
て
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

次
に
薬
剤
師
国
会
議
員
の
逢
坂
誠
二
衆
議
院

議
員
、
神
谷
政
幸
参
議
院
議
員
よ
り
お
祝
い
の

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
本
田
顕
子
参
議
院
議
員

は
公
務
の
た
め
関
野
秘
書
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が開会及び来賓挨拶

副議長の選出

重要事項の報告及び議案の説明

採決（質疑応答）

1 日 薬 連 盟 だ よ り

http://www.yakuren.jp
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定
時
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る
!!

令
和
4
年
度

代
読
さ
れ
た
。

副
議
長
の
選
出

　

次
に
、
明
石
議
長
が
登
壇
し
、
会
議
の
成
立

の
宣
言
と
議
事
録
署
名
人
の
指
名
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
昨
年
の
臨
時
評
議
員
会
で
候
補
者
が

い
な
か
っ
た
副
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
挙
手

多
数
に
よ
り
岩
手
県
の
畑
澤
博
巳
評
議
員
が
副

議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

重
要
事
項
の
報
告
及
び

議
案
の
説
明

　

次
に
、
重
要
事
項
の
経
過
報
告
が
担
当
役
員

か
ら
な
さ
れ
た
後
、
報
告
第
1
号　

令
和
4
年

度
会
務
並
び
に
事
業
中
間
報
告
、
報
告
第
2
号

　

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
総
括
報

告
が
説
明
さ
れ
、
続
い
て
議
案
第
1
号　

令
和

5
年
度
事
業
計
画
、
議
案
第
2
号　

令
和
5
年

度
責
任
負
担
金
賦
課
額
、
議
案
第
3
号　

令
和

5
年
度
責
任
負
担
金
単
価
、
議
案
第
４
号　

令

和
5
年
度
収
入
支
出
予
算
、
議
案
第
５
号　

令

和
5
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
件
に
つ
い
て

担
当
役
員
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

採
　
決

　

休
憩
を
は
さ
み
、
質
疑
応
答
の
後
、
採
決
が

行
わ
れ
た
。
報
告
2
件
及
び
議
案
5
件
す
べ
て

が
書
面
表
決
を
含
め
挙
手
多
数
で
議
決
さ
れ

た
。協

　
議

　

次
に
、
畑
澤
副
議
長
が
議
長
と
な
り
、
本
田

あ
き
こ
中
央
後
援
会
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

　

中
央
後
援
会
役
員
の
会
務
分
掌
、
今
後
の
活

動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、支
援
組
織
体
制
、広
報
活
動

（
名
刺
型
資
料
、
室
内
ポ
ス
タ
ー
、
名
刺
裏
用
デ
ー

タ
）
に
つ
い
て
担
当
役
員
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
過
去
5
回
の
選
挙
に
お
い

て
各
都
道
府
県
が
最
も
多
く
の
得
票
数
を
獲

得
し
た
資
料
が
配
布
さ
れ
、
川
田
幹
事
長
か

ら
「
得
票
最
大
値
の
合
計
が
約
18
万
８
千
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
の
得
票
目
標
を
20
万
票
と
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
配
布
資
料
を
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
各
都
道
府
県
に
お
け
る
得
票

目
標
数
を
5
月
の
連
休
明
け
ま
で
に
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
上
で
、
中
央
後
援
会
と
し
て
検
討

し
、
改
め
て
6
月
29
日
の
会
長
会
に
お
い
て
各

都
道
府
県
に
お
け
る
得
票
目
標
数
を
提
示
し
た

い
。」
と
説
明
さ
れ
た
。

閉
　
会

　

協
議
終
了
後
、
大
澤
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で

定
時
評
議
員
会
の
幕
を
閉
じ
た
。
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本田あきこ物語本田あきこ物語
国会議員として歩みはじめて国会議員として歩みはじめて

第二章

薬剤師
の声を

国政に

薬剤師
の声を

国政に

生活者のため、国家のため

厚生労働大臣政務官として

2022年3月15日

2020年7月の熊本豪雨で現地と党本部を奔走

菅義偉総理、後藤茂之大臣（ともに当時）と質疑

台風15号被災地視察

総理公邸にて

大臣政務官として
答弁

はたちの
献血キャンペーン

2021年3月18日 議院運営委員会

2022年8月12日 拝命

2022年3月3日 予算委員会

〈女性デジタル人材の育成〉
野田聖子大臣、牧島かれん大臣

（ともに当時）と質疑

　▶新型コロナウイルス感染症対策
　▶女性活躍
　▶災害復興支援　など

●地方創生及びデジタル社会の形成等に関する特別委員会

国際女性会議

（
注
） 野
田
大
臣
は
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣（
地
方
創
生
）、牧
島
大
臣
は

デ
ジ
タ
ル
大
臣

医療、子育て支援、
ワクチン接種推進を担当

もっと
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本田あきこ物語本田あきこ物語
国会議員として歩みはじめて国会議員として歩みはじめて

初登院

人生100年時代を見据え、いのちと暮らしを守る。

2019年8月1日 木曜日 晴れ

初登院の時だけ
通れる正門から

ふるさとの声、薬剤師の声を国政に届ける

たくさんの
報道陣の前で

リラックス!!

登院盤ボタンを
初めて押す瞬間

本会議場で
神妙な面持ち

国会質問デビュー 生活者のため、国家のため

厚生労働大臣政務官として

2019年11月21日

挙手して、（委員長「本田顕子君」）そして質問

自民党のコロナ対策
本部にて

2020年7月の熊本豪雨で現地と党本部を奔走

菅義偉総理、後藤茂之大臣（ともに当時）と質疑

台風15号被災地視察

食品衛生功労者 
表彰式

大臣政務官として
答弁

2021年3月18日 議院運営委員会

2022年8月12日 拝命

〈女性デジタル人材の育成〉
野田聖子大臣、牧島かれん大臣

（ともに当時）と質疑

〈冒頭発言〉　自由民主党の本田顕子でございます。初めての質問でご
ざいます。委員長、発言の機会をいただき、ありがとうございます。
現場の声を届ける気持ちで発言させていただきます。不慣れな点もあ
るかと存じますが、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

　▶新型コロナウイルス感染症対策
　▶女性活躍
　▶災害復興支援　など

　当日は薬機法の一部改正法案の質疑。
　薬局認定制度の創設にあたり、政府に
対して、現場の意見を踏まえた認定要件
の設定、財政面での支援を要請。
　また、服薬指導の対面原則などを要求。

●厚生労働委員会 ●地方創生及びデジタル社会の形成等に関する特別委員会

加藤勝信大臣
（背中）との質疑

医療、子育て支援、
ワクチン接種推進を担当

薬剤師から
政策提言！

●公式ホームページ
本田あきこ

日本薬剤師連盟 臨時評議員会にて、
組織内統一候補に決定

2022年9月28日



オ
レ
ン
ジ
活
動
♬

　

５
月
８
日
よ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
は
５
類

感
染
症
に
移
行
し
ま
し
た
。
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
海
外
へ
行
か
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
外
出
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
の
で
服
を
買
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
日
、久
し
ぶ

り
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

春
ら
し
い
パ
ス
テ
ル
調
の
服
も
気
に
な

り
つ
つ
、つ
い
目
が
止
ま
る
の
は
、昨
年

か
ら
流
行
っ
て
い
る
緑
色
の
服
で
す
。
そ

う
、サ
ム
シ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
が
ま
だ
抜
け

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
の
流
行
と
い
う
の
は
誰
が
作
る
の
か
、

多
く
の
店
が
グ
リ
ー
ン
推
し
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、あ
ち
こ
ち
か
ら
緑
色
が
目
に
飛

び
込
ん
で
き
ま
す
。
い
や
い
や
、今
私
に

必
要
な
の
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、新
た
に
緑

色
の
服
を
買
う
の
は
や
め
て
お
こ
う
、と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
結
局
何
も
買
わ
ず

に
帰
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、神
谷
政
幸
総
決
起
大
会
で
名
古

屋
を
訪
れ
た
際
、街
行
く
多
く
の
人
々
が

緑
色
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
で
い

て
、こ
の
人
た
ち
は
み
ん
な
総
決
起
大
会

に
参
加
す
る
人
な
の
か
？
と
思
っ
た
こ
と

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
リ
ー
ダ
ー
の
方
に

お
願
い
で
す
。
次
は
オ
レ
ン
ジ
色
ブ
ー
ム

を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
世
界
中

を
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め
て
く
だ
さ
い
。
少

な
く
と
も
薬
業
界
の
皆
さ
ん
が
買
い
占
め

る
は
ず
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

衣
替
え
で
３
年
ぶ
り
に
出
し
た
手
持
ち
の

服
で
オ
レ
ン
ジ
活
動
に
勤
し
み
ま
す
。

（
ひ
よ
っ
こ
）

編集後記
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●
広
報
委
員

　
　

原
口　
　

亨
、石
井　

甲
一

　
　

浜
田　

嘉
則
、橋
本　

昌
子

　
　

和
泉
啓
司
郎
、小
屋
敷
淳
子

　
　

堀
越　

博
一
、渡
邊
美
知
子

●4月9日投開票分

当落 当選回数 都道府県 区　分 届出氏名

当 5期 栃　木 栃木県議 山口　恒夫 現

当 2期 千　葉 千葉県議 市原　　淳 現

当 6期 岐　阜 岐阜県議 川上　哲也 現

落 ― 静　岡 浜松市議 杉山　裕司 新

当 4期 愛　知 愛知県議 稲本　和仁 現

無投票当選 1期 三　重 三重県議 松浦　慶子 新

当 6期
大　阪

大阪市議 辻　　淳子 現

当 1期 大阪市議 鈴木　理恵 新

落 ―
福　岡

福岡県議 畑中　茂広 現

無投票当選 3期 福岡県議 江頭　祥一 現

当 3期 長　崎 長崎県議 宮本　法広 現

当 3期
鹿児島

鹿児島県議 寳來　良治 現

当 2期 鹿児島県議 池畑　知行 現

●4月23日投開票分

当落 当選回数 都道府県 区　分 届出氏名

当 6期

北海道

赤平市議 北市　　勲 現

当 3期 網走市議 永本　浩子 現

当 4期 滝川市議 荒木　文一 現

当 6期 山　形 山形市議 斉藤　栄治 現

当 4期 茨　城 常総市議 遠藤　章江 現

当 1期 群　馬 桐生市議 小島　　強 新

当 2期 千　葉 成田市議 葛生　孝浩 現

落 ― 東　京 青梅市議 山本　佳昭 元

当 1期 石　川 金沢市議 宇夛　裕基 新

当 6期

愛　知

高浜市議 北川　広人 現

当 3期 一宮市議 中村　一仁 現

当 1期 みよし市議 寺本ひろこ 新

当 1期 半田市議 榊原みずき 新

落 ― 大　阪 吹田市議 池渕佐知子 現

落 ―
兵　庫

西宮市議 植田　篤治 現

当 5期 太子町議 北川　嘉明 元

当 1期 長　崎 長崎市議 澤勢　瑞城 新

当 2期 熊　本 荒尾市議 多田隈　穣 元

2023（第20回）統一地方選挙

薬剤師候補者当落結果

　今国会で「新型インフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一
部を改正する法律」が審議され、令和5年4月13日（木）の参議院内閣
委員会で質問に立ちました。法改正のポイントは大きく2つです。現
在、まん延防止等重点措置時及び緊急事態宣言時に限られている総
理大臣による都道府県知事などへの指示権を初期段階から対応する
ため、政府対策本部を設置した段階で発動できるよう前倒しするこ
とと、内閣官房に「内閣感染症危機管理統括庁」を設置することです。
　未知の感染症の国民生活への影響、ワクチン接種の効果と今後の
ワクチン接種、治療薬の効果、新たな感染症に対応するワクチンや
医薬品の国内開発に必要な創薬ベンチャーの育成、検査キットの確
保や流通等について質問を行いました。
　特に創薬ベンチャーの育成については政府参考人から、新薬創出
の鍵を握る創薬ベンチャー育成のため、経済産業省では国が認定し
たベンチャーキャピタルが出資する創薬ベンチャーを対象とした実
用化開発に対し、合計3500億円規模で支援を行っており、厚生労働
省ではベンチャー企業を対象とした相談窓口を設置し、研究開発か
ら実用化に至るまで、法規制対応やマーケティングに関する相談な
どの支援を行うなど、創薬ベンチャーの成長を強力に後押ししてい
くとの回答を得ました。この回答に対して、今後も一貫性を持った
投資を継続していくことが必要と訴えました。創薬イノベーション・
エコシステムの構築に向けて頑張ってまいります。

内閣委員会で創薬ベンチャーについて
質問しました

政幸だより

参議院議員・薬剤師 神谷政幸

　　
※Japan Pharmacist Ladies

　令和5年4月21日、参議院本会議にて、新型イ
ンフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一
部を改正する法律案が可決、成立しました。
　この法律によって、国民生活や国民経済に甚大
な影響を与えるおそれのある感染症が発生した
場合に迅速な指示や要請を可能にする権限が明
確になりました。加えて、内閣感染症危機管理統括庁という新しい組織が司令塔
として、関係府省による施策に関する総合調整機能を担います。
　今回の法案成立に至るまでに、衆参両院の内閣委員会での審議や、内閣委と厚生
労働委員会との連合審査に関わらせていただきました。法律が目指す趣旨を損な
わないよう、緊張感を持って施行準備をしていく示唆に富む審議の数々でした。
　今国会では、厚生労働省が所管する水道行政と食品衛生行政を他府省へ移管す
ることを趣旨とする法律案の審議も行われています。委員会質疑を通じて、人の
健康を守る観点で取り組むことの大切さ、すなわち保健衛生の重要性について国
民的視点から再認識しております。
　組織再編などの効果を実感できるようにするには、これらに関わる方々が自ら

の価値を最大限に生かすことが何よりも大切と私は捉えています。
　水質も食品も、そして感染症も薬学教育の範疇であり、国民生活
に直結する課題の多くが薬学的知見を必要としていると考えます。
　薬剤師として国民の皆様の命と暮らしを守るために持てる力
を最大限に生かしてまいりましょう！
　もちろん私自身も尽力してまいります！！

法案成立を通して感じること

参議院議員・薬剤師 本田顕子
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